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最新の進捗状況

¡ FY22政府予算Solar-C開発経費内示

¡ ミッション定義審査 (Mission Definition Review)   実施中
¡ 2021/11~ 事前説明会および、審査員からの指摘票(RID)への対応処理済… 問題なし
¡ 総予算上限設定の精査のため、本審査は2022/4予定。
¡ JAXAプロジェクト準備審査(プリプロ化)   2022/5予定
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Selected for 
mission #4  

プロジェクト段階
Project stage

ミッション探求フェーズ
Mission exploring phase

ミッション定義フェーズ
Mission defining phase

概念設計
Conceptual design

計画決定
Planning decision

基本設計

Basic design
詳細設計

Detailed design
製作・試験

Fabrication/Verification

運用

Operation

アイデア創出プロセス
Idea creation process

アイデア実現加速
プロセス

Idea implementation 
process

宇宙理工学委員会ワーキンググループ
WG under Advisory Committees for Space 

Science and Engineering

プリプロ候補チーム
（所内準備チーム）

Pre-project candidate team
(ISAS reserve team)

プリプロチーム
Pre-project team

Pre-Phase A1a Pre-Phase A1b

Pre-Phase A2 Phase A1 Phase A2 Phase B Phase C Phase D Phase E

プロジェクトチーム
Project team

プリプロジェクト
候補選定審査

Pre-project candidate 
selection review

宇宙研の科学審査
（理工学委員会選定審査）

ISAS science review
(ACSSE selection review) プロジェクト

準備審査
Project readiness review

プロジェクト
移行審査

Project transition review

ミッションコンセプト提案と審査
Mission concept proposal and review

プリプロジェクト化
Phase-up to pre-project

プロジェクト化
Phase-up to project

MDR SRR SDR PDR

TRL
CML ≧1 ≧2 ≧3 ≧4

≧3

≧5

≧3, ≧4 ≧4, ≧5 ≧5 ≧6

赤字はクリティカル技術に対して
Red is for critical technology

概念検討段階
Conceptual study stage

プロジェクト構築段階
Project establishment stage

現時点
Present2019.3 2020.4

※ Mission: Studies substantially 
corresponding to Phase-B can be 
carried out in Japan.  

* For S/C system. The S/C system starts the bus 
design with robust detailed inputs from the mission.

Date of target

※ Mission: Substantial 
studies corresponding to 
Phase-A

2026年度2018.7

launch

衛星システム選定RFP
S/C System Contractor 

selection

ダウンセレクト
前確認会

Down selection
review

2023.12022.6
Review points

2022.2

2023.4
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ミッションの目的・意義、研究状況

¡ ミッションの目的・意義
¡ 1) 宇宙に如何に高温プラズマが作られ、2) 太陽が如何にして地球や惑星に影響
を及ぼしているのか、という命題を探求する公募型小型ミッション。

¡ 今までの研究状況
¡ これまでの太陽観測によって、1) 太陽プラズマ大気は定常的な成分(高温コロナ
形成と太陽風の流れ出し)と突発的な成分(フレア等爆発的エネルギー解放)で構成、
2) 大気へのエネルギー入力とその解放(出力)の振舞い、を明らかにしてきた。

¡ その振る舞いが起きる仕組みやその背景にある基礎物理過程は、謎のまま、つ
まりブラックボックスである。
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B) 質量放出
Plasmoid/CME

A) 再結合領域
Reconnection Region

D) 活動領域
AR and !are trigger
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C) コロナループ
Coronal loops

ミッションの科学目標

¡ 目標１：太陽大気・太陽風の形成を
導く基礎物理過程を解明する。
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A) ナノフレアのコロナ加熱への寄与を定量化

¡ 目標２：太陽大気が不安定化しフレア・
プラズマ噴出を引き起こす物理過程を解
明する。

B) 波による散逸のコロナ加熱への寄与を定量化

C) 彩層微細構造(スピキュール)の形成機構とコ
ロナ加熱への寄与を定量化

D) 太陽風の流源と加速機構の理解

A), C) 磁気リコネクション機構の高速化の理解

B), D) フレアや噴出に至るエネルギー蓄積とト
リガーの理解

Ideal MHD instability

Flare trigger

ブラックボックスな”物理過程’’の理解には、エネルギー注入・散逸領域の間でエネルギーや物
質がどのように輸送され、さらに散逸の現場での物理量変化を診断することが重要である。

Reconnection
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<目標と成功基準の設定>

詳しくは太陽 M01a 今田他



目標達成のためのシステム要求設定

目標達成には、以下の3つの要素を同時に実現
する世界初のEUV分光望遠鏡、が有効。

日本天文学会2022年春季年会 5

Discovery 
Space

有効面積 vs. 観測波長

ひのでEISの
10 倍の感度

SoHO/SUMERの
30 倍の感度向上

分光観測できる輝線 vs. 温度

温度 vs. 観測できる空間スケール

A) 3桁以上の温度帯域 (彩層(2万度)からコロナ(100-
1500万度))にわたる太陽大気の全温度層を同時に隙
間なく観測できる能力

B) 10-30倍の感度向上して、観測する現象に高空間・
時間分解能で追随できる能力 (0.4”, <1sec)

C) 基礎物理過程を診断できる分光情報(速度, 温度, 密
度, 元素組成等)を獲得できる能力

ΔV<2km/s
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国際協力によるEUVST装置開発
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Spacecraft bus

Primary mirror assembly (28cm diameter)

Telescope structure (CFRP)

Slit assembly

Aperture door

Grating assembly
Ultra fine sun sensor

Pre-slit & radiator

Guide telescope

SW CCD Camera

LW IAPS Camera & radiator panel

Truss support structure

E-boxes (Spectrograph, Telescope) etc.

Spectral irradiance monitor

Slit Jaw Imager

Radiator for the mirror

Green by Japan

p 日本 (JAXA)がミッションを主導し、NASAと欧州が開発に参画。
ü 日本の望遠鏡構造に、国際協力機関担当コンポを搭載、観測装置EUVSTを構成

米国(NASA), 欧州各国(イタリア, フランス, ドイツ, スイス)は予算化が行われ参加が確定し、
Phase A/B検討が始まり、開発試験のための技術調整・設計が進捗中。
予算化不首尾の英国貢献分(SW CCD Camera)は、ESAが調達することで最終調整中である。



EUVST望遠鏡の概念検討進捗

EUVST望遠鏡の開発企業や衛星システム
企業候補と、概念設計検討を進めている。

¡ 光学系設計: パラメータ確定と実現性評価
(公差設定と位置調整方法)の検討・調整

¡ 主鏡機構部の概念設計:  対機械環境条件や
主鏡コーティング変形等に対応する解析評
価と設計反映や条件調整

¡ 主鏡機構部を構成するパーツの技術成立性
の検証: ジンバル駆動のフレキシブルピ
ボットの試作評価、接着剤候補のアウトガ
ス特性の評価、直動機構試作品を用いた評
価データ取得など
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主鏡機構部
(主鏡-2軸ジンバル-直動機構-ロンチロック)

フレキシブル
ピボット試作品

¡ 海外開発のコンポとのI/F調整

これから、主鏡機構部BBM品の試作に入り、概念検討に基づ
く機構の機能・性能を確認し、2022年度後半からの研究開発
(MTM/EM品製作)に備える。
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詳しくは、V227a 原他



準備過程で得た知見や経験

¡ 他の衛星ミッションにもきっと役に立つと信じて。

¡ コスト見積精査の活動は、様々な開発課題を明らかにする良い機会

¡ 開発企業候補の社としての方針や意向が、様々な状況で変化

¡ MDRに向けたコスト見積は、遅くとも9ヶ月前(春)には開始すべき。

¡ 開発工程、WBSによる積み上げ、経費削減のための対策・処置、などに想定以上の
時間を要する。

¡ コロナ禍に伴う影響は極めて大きい。

¡ コスト増や調達納期の増大への注意

¡ コロナ禍によるコスト増の精査は、重要

¡ コロナ禍での半導体不足/市場混乱は、候補企業から提案/想定されたコンポであっても
製作が困難になり、前倒しで新規開発を行うことを発生させる。例: 統合化SMU (デー
タ処理装置と姿勢系装置を統合した計算機)
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ミッション概要 ~まとめ~

¡ 宇宙に如何に高温プラズマが作られ、太陽が如何にして地球や惑星に影響を及ぼし
ているのかという命題に対して、これまでの太陽観測は、太陽大気へのエネルギー
入力と最終的なエネルギー解放(出力)の振舞いを明らかにしたが、その中で起きる
基礎物理過程はブラックボックスのままである。
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T ~ 6000 K
Turbulent convection and its interaction with magnetic fields are 
the source of energy injection into the outer atmosphere.

T ~ 105 K
The Alfvén and sound speeds both increase rapidly with height, 
playing critical role in the energy transfer.

T ~ 106 - 107 K
The energy injected from underneath is finally released, leading 
to the hot corona, the solar wind, and coronal mass ejections. 

T ~ 104 K
Regulates the mass and energy loading into the corona by 
fine-scale dynamics, such as jets and waves. 

¡ この解明には、エネルギー・質量の輸送やエネル
ギー解放の現場を捉え、何が起こっているかを診断
できる極端紫外線(EUV)分光望遠鏡が有効である。

¡ EUV分光望遠鏡は、太陽大気の彩層(2万度)から太陽
コロナ(100-2000万度)にわたる温度領域を隙間なく
観測でき、以前に較べ約１桁以上の性能（空間・時
間分解能）向上してプラズマのダイナミクスに追随
できる能力を世界で初めて実現する。

¡ 太陽極大期 (2026年度に打上げ)に飛翔させることで、
太陽フレアなど宇宙天気に関わる物理的な理解を進
める。

¡ 日本の太陽研究者コミュニティが第一優先で取り組
む計画。 太陽表面

コロナ
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